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北海道立水産bt扱韻報JH 第19号 昭和翌年2月

北海道石狩湾産 プラソク トソ調査

相和50年史学おJ:び飲手の

動物プラ./クト･/生体現仔盛事

小 鳥 守 之
(北海道立中央水産糠 塘)

Plankton InvestigationslrlJshikariBay,Hokkaido.

ZooplaLtkton B.omassdurlng theSummerand Autumnof1975

MoriyuklKO'rORI

tIlokhaJdoCL･"IrI'/rlSI7erLL･SEJ･PL･t''JJL･nLLLISILLJ･L)･･)

A hiDloglCaland∝etlnOgraphlCal LnVeStigalionlSnowheJm等prOmOtedlrLlshihrir,iLybythe

HokkaidoDevelopmentBureau,GovernmentOFJz叩qln,anrlthePTereCturalGovenJnenLOHlokkaLdo

lnOrderLoOlIerthelun血mentaldatiLLl北(ulforLhccn､心onmenLaLassessmentOfdarmF:CProbably

produced by thedevelopmenLoflarge虻､llerrLanurJIC10TyindustrleS SChedLJedinthe lShik･r.

DIStr.CL1(氾ttt:donthewestCαISLorHokkalJo.EELCl叩 OL一tllC110TthernpartsOhheJLtPanSell

TnthePreSenLlXLPeriIIILnlormalLOnOntheblOmiLSSOr之CM)PlankLOn(rn糾ぐrOplankton)tsLllVen

lntShlkiL一HzzJylnAugusL-SepteT71berilndOC10ber.1975 Zooplanktonm.lter.alswerecoHecLe-l

w ILha North Pa｡it■cslandar(Ir'et(NoRl,AC net.45<m mouth d-arneler.180｢m SldelerLgLh,

0,33-mm meshaperluTe.MOJY)L)A1957)aLi=OtaloI56stations(Figs.iand2)distributedoVeT

alm 砺tthewholearCaoflshikBnBayfrom the26LhotAugusHothe231hotOctoberinLheyear

o(1975 1naddilion.NoRPACnetSam Ple50bLalnL･dat3stationsonthe 17Lhof(丈tober,197Ll.

werealsoexamined Onesamplewascolleclerlateach>LilllOn,SOlh.lLILLOtaloE59SUllPleswas

I:x'llecLe'liLndusedlnLhcpresentobser､atLOn AllsampleswererLXedlnal0% neutralforInZtlln

seawiL一erSOlut10n ThewetwelghtofSUbs.1mPlesobtLllnedhyusingaplitnkLOnSPllLLertMOTOT)A

1959)W乙はmeaSurCdtoesいmまILethe7.00Planktonbiornass,iLndtheothersubsdrnpleswereI)reserved

forthelL･Lernnalyses Thesampleswereobtainedbyver一lCalh̀tulsmostly from thene･lrSell

bottomtothesurFi'Ce,but50meLime$lTOmadeplhof150mtothesurfacewhenLhcbouom ､･･aさ

deefXrthan150 nL AnyTlow一melerSarenotused,huHhewater～,0!umefiltered wascakulate'L

from thedtmensionsofthern仇LhareaofthenetusedaT'd thedL51anCeOfthe net towLr嶋,SO
th.1tthebiozTuSSOlZ･X)PbnktonwasexpressedasgwetWeightrnta-20m water colum'LOnthe

basisoflheasSumPl10nthaHherewasnoverLICalgradlentinthe孤OPLankLOnbioTm耶 Ihrough Lhe

tnt.rewatercolumn.nvcstlb･ated Moreover,thecalculaL･OnOfthewatervc･Iumef･lLerCdwas

tnrrledout,assumIngLhAH hei.]LraLLOnefllCiencyo†Lhestandard netWastObe 100% lLIS

thercforenoltcedlhutthepresent､,BluesohhezoophnkLon hlOmaSSWtubesomewhatcorrected

byuslnganunknownconversionEacLorinfuture

●組文番号 9̂0

本銀の-静 ま,昭和弧年度n本水産学会北海道友部大会 (昭和51年1月33n,lL幌)において.
口頭先132した｡
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T̀.ble1gtve,therangeofvaluesandLhemcallSWith conTlrlencelnterV.ltbOlztx'p】ankton

b.omass.nd.fferentI,meoEcoIIectton- ThedlfrerenceLnthernearLb10maSSOfzooplankLonlSnot

slgn.ftcanlstat･StlCtllly(P>01)exceptthedLfrereTlt.ebetweenthemeanvalueslndiLyllmea-1d

L､､'.I.ghLcollectlO-IinOctober(p一o05 The【wl】1ghtcollect-onSareqmedoulduritlgthe l'er10d

onehourbeforeoriLltertheLJmeOlsuIlrlSe OrSunset) Therefore,ll■sassumedlhtltEIllsarT)ples

couectedbyvertlCalhaulsatanytlmeCanbecomrmredwLtheachotherlrreSPeC11､･eOltheI.neof

col】ecl･Onso as LO llluslraLe thetLreald■StrlbuL10n OlttleZ00phnkton blOnlaSSin the preserLt

obserヽ･atlOn

ResullsonthearcaldlStrlbuliol10(zool)larLkl0n h10maSS(Ftgs3and4日Il(LlCilLed thatthe

b】omnssIncrease(11nabundiLnCeaSWeWentSe;lWardinthebay,andLhaLOnlyafew amountof

z00plankLon(lessthi.n01gwetwt/m2/0120m)wasst∝kedm Ish.kar)Rl､-eTestuary,both

conlLrmlngthere凱IltsreportedLr"ndofltheH.IrborofShlm taJ.ShlZuOkiLPrefeclurc(NAX̂ ret

LnTshikariPaylnAugust-SeptemlJeraTldCktober(Table2). ThedIfrerenceorthemeanvalues

obtalnedbetween.nAugust-SepICmberan(linOじtOberlSnotSlgnlllく訊nL肝y I) The,efore,ll

15Llkely10 note thiLttheautumnoutbLlrStOrZOOPlanktonblqmiLSSObservedgenelLtuyLntheNorth

t̂litntlCLemPeraLewaters(PARSOドSandTAKAHASHr1973)W.tbnOL叩pCa,edlnlstllkaTt】ヲay The

meanvalueofめOpl壬1nkton hionust'(05-07gwetwt/m2/0-20m)corresponds to (he value

obLane(LlnthetemperatecoastalarealntheearlysummerlnSurugaBay(NlĜ SAŴ and

M 1̂tUMO1975)

OnthebfLStSOfthematerlalscollet:Led byvertlGLlhaulswlth 一hestandard netalthree

sLilt10nSOnthe17thofOctoberh 1974.iLISeVlden=h.1LLhcb10m8SSOlcopepdSlnCOmPared to
thetoLulmassofz00plankton,lnWetweight,比｡UP'edupl)rOXimately40%,and thefracLILO■10f

chaetogz,athswasabout30% orthetottLIz帥pknkLonwetghLlnlshlkLLriBay(F一g5) Thewelt!llt

c〇mposltLOn Ofthe Lw｡ 紬OPlanktongroups,Copepodsandchaetognaths,gl､-enlnthe Present

observation･snotCOrreSPCndcdLothosereportedprev10uSlylnthesu♭arcticwatersm the North

l'lLt;･flCOcea.I(MARu31VEiLndMILIER1975,Ko'roRI1976),buLcorrespon(lstothosereportedln

Surugal∋aybe･ngarlecLedbytheKuroshlOLntheNorthPzLCirlCOt:Can(NAGASAWAimdMARUM0

1975).

AHoftheseresults(leek:rlbedalJoveonLlleuX･Ptankton L'10■naSSObtalned lrlthel'resenL

obSerVatlOnSub7gt･StSthattshlkartBay,nOctoberischaracterlZedbythewarm temperatewaters

ulVleWOftheblOlobrla l∝eanograplly

描

ji相帯は北海道西榊二位旺し,排冬岬と概丹岬を鮎i:奴と陸岸とに1って四まれる.両肘土およそ2,6【氾km空

で,広いFT,Lロは北部日本海に面している(FI者 I)｡同掛こおけるブランクトソ調恵は,明治34年(1902),現

在の小終市高島に設立された北海道水魔談換掛こ所威した研究者により原初に行われたと思われる｡以降

惰力的に粥詐研究が実施されてきたが.それらの謁鹿結果のうち印刷公来されて現在に成る研究碇巣の中か

ら鹿も蒐安と,EL.現われるものを選べは.佐藤 (1913)ならびに赤塚 (1914)の業漢をあげることができる｡

件雇 (1913)は77狩湾施域を含む北海氾J.Jtl辺の海産動物プラー/クトン中.見的に痕 も屯要た焼脚耕

CopepodiLについて.当時先端的な研究を行った｡鮫は.この時代にはニノソの.また現在はスケトウダ

ラ.ホッケ.イカナゴその他の北海道近海産桶輩水産瓜種等の主要な糾料/L物として著名な7カヒケカラミ



Fig.1.Trackandstationsof◆●XinseiMaru,''26August(1),28-29August

t乳 4-5September(3),and7SepLCmher(41,1975.Sampleswere

obLilined indaytime(openciTCleSl,alnight(solidcirdes),and

durinF;twilighthoursLhaLl-solidcircleSl. TwilidllCOIIecLionsare

carriedoutduringtheperiodonehourhcforeorafterthedme
orsunriseoTSunset.BotLOmContoursarealsoillustr.lLCd.

ジt/コ L.aL'川JJSP/lLW〝.)trIISM∧RUKAWA (MARUJ(A＼VA1921)の未成熟個体のJ/)欝学的に重大な記収を

TE備に行い.プラt/クトソ竿上に性大な某崩を残 しただけにととまらず,すでに.大正初期の時 代にあっ

て.水産研究における海洋生産)Jmari且ePrOduclivity暮研究の塵要件を説き.その観点からも水耗研究上

ブラソクトソ研究は不可欠であることを主駁したことは注目に偵する｡

また.赤壌(1914)は明約44年に属島近海の衷面から毎榔6時に採壊した値物7ラソクトソ既本中より附着

珪藻類を含む稚拡54屈201硬の分離学的記感と季節的消長の記銀とを公けにした｡彼もまた. ｢砧藻 (中略)

比等-直接魚族ノ併科 トナルニ非ラザレドモ押滞動物ノ生活資料 トナルヲ以ツテr告膿 水族ノ生産カニ火ナ/レ

閑臨ヲ右ス′レヤ明カナ1)｣と述べている｡

さて.石狩掛 王前述のごとく汚(1が広く北上する対馬暖流と南下する沿海州寒流および亜寒帯沿岸水 (/)'n-

1･川,私信)の影響下にあるため.古くより生物生産力の底い俸れた軌韻として活用されてきた1すなわち,
かつての同湾周辺のニシソ漁菜等を小山とする水産業の進展は北海道Ptl発の原動力のひとつ{･あったという

ことができる｡ しかし,汲業生産の根源となる低次JJi物生産省であるブランクト-/の定見的調査は,印刷公表

されているものを参照する限J),tl'村湾においても,十分に行われているとは言えないoプラソクトンを漁

業'Ja産の生物的椴汝とみとめて.これの調査研究を進めるにあたってほ.定性的調査とともに.定5.的調査

が必要であることは*くから指摘されている (相川 1931.中井1942)｡したがって.石狩帝における動物プ

ラ'/クト-/ (網目 0.3mm程度の-/ランクトソネットに上って採集される大型-/ランクトソ)の定量的鯛

生産 productionとは,この場%.生物生産を意味し.瓜終時点で生きているか死んでいるかと仁王閑繰

なく.ある単位時間内に新しく創られた′じ体成分の全敬と建玉されている (PARSONSandTAKAnA-

51111973)oまた,海洋の生産力 milrineprortuCLivity とは叩位諺面耕または単位休摂あたF)の海水中

で単位時間内に新しく創られた生体丑を指し,たとえは g/tnB/hou,の単虻で表される｡
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森結果を弟鎖し.これを公けにすることは意義あることと皿われるが.特に77村将の低次生物年産の塵的側

而をある程度明らかにするためには,岡持における動物ブランクト･/現存iliを他ぬ域におけるそれらと比較

検討する必要がある｡また,同湾の植物プラソクトソ色素恩と動物ブラソクト･/現存塵との間に存在するか

もしれぬ関係 (TANTCUu-u1972,小姓1975)を将来考察する (渡辺 ･小鳥.草稿)際に必要な資料を記や

にとどめておくことは石狩湾の生物梅坪学的あるいは梅坪生態学的調度研究に少なからず罪献し得るだけで

なく,水産学研究上に不可欠な基礎的知見を持たらすものであると考えられるC

以上の観点から,本報では,主に昭和50年8-10月に石狩掛こおいて採集した動物プラソクト-/ (大池プ

ラソクトン)標本に誠づき.同湾における夏季～秋季の動物ブランクトソ生体現存量の様相について述べるC

なお,JT]いた資料は.昭和49年度より実施されているh'締結水域砧洋生態影響謁査事弟によって得られたも

のであり,すでに ｢イJ'狩湾海域生態銅盤報告西｣ (北海道 1976)によって全て公表されている｡

材 料 と 方 法

本観察に供したプラ./クトソ棟木は.昭和49年10月17日.同50年8月26日～9月17日および10月4ロ～20

ロに当場試臨調奄必金屋丸 (太j'8.ディーゼル120周九 35.6トソー巡航速度約7/ッり の石狩湾水域海

洋生態影響調葱の際に.F唱.I,Fig.2,および Fig.5に示した総計59地点で得た｡採集に用いたネットは

Fig.2.TrackandstationsofHKirLSeiMaru:'4October(1),14October(2),

16-17October(3),and200ctober(4),1975.Symbolsareasin

Figurel.

北太平洋梗聯プラソタト./ネット(NoRPACnet,網UO.33mm.口径45ctn,側長180cm,ロ面鏡O･16m2,

元田 1957)で.同ネットの鉛砥採集を実施した.

すなわち.海底が十分深い快さ札点では,深度 15Om より蓑両まで.また.水深が 150rnに満たない地点

でほ海底近くより表面までの鉛直採集を行った｡得られた標本は船上でただちに10%中性フ*ルてiIソ海水

で固定し.米扱壷に持ち帰ったのち.標本分割器 (McrroDJ､L959)で2分割し.づ了については吸引法 (元
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m 1975)によl)湿孤立を測定 し.他ノラはib物プラソクト./粗査定用に保存した81校軌 .'ぇにおいて1棟木
を採水したので.今Eilの較熟こ供した株Jt-政も59である｡

扶射こあたって炉AC計は用いなかった｡ただし.侍られた扶柴は.ネット野水率は100%と仮定し,ネッ

トロ面前 lO16m2)と捷HlLワイヤ長とから推定野水態を求め,採躯水性内には銘血的に均一に動物I/ラ'/

クトンが.分和していたとみなして,&両駅 Im2の水面から深度 20m までの水柱あたJ)の生体現(稚 く起

盈R/mt/0-20m 水性)に換算して示した｡

貯水率を 100%としたので得られた生体現存丘は.炎際の値よりもややJI少に評価された値となることに

注意を払う必要がある ただし.網目033mm のネ,トの戸水革はおよそ70%と推定され (元田ら1963).

1地点における採集且の変掛 ま95%信頼限界の百分等標準偏差(per比nはgeSlaDdarddeviaLIOnOla51ngle

｡bse,､･ati｡n746-217男,であるとされている一hJくm T'AandAh･R.AKU1955)から.過少評価率は舶 でき

るかもしれない｡さらに注意を要することは各軌淵点での新政曳網拒AEがt前述のごとく一定ではないことで

あるo動物プラソクト./†1-秒 こ鉛直的にも均一には分JI7LfEtLから.今l叫採川した笥料の息埋方法に上り

得られた結果には.将来 石狩湾の動物プラ'/クト'/の錯内分JIJ-構造を明らかにした後.補正を加えるべき

であろう(MorJDAandMINODA1974,元m]1975). ただし.あえて湿並足/me/0120m水柱の坤牡で動

物ブラソクトソ生体現行Gせ表示した理由は次のとおりであるっ

まず抑一に.従来当頃に上l)沿岸域において収放され{いる動物プラソクト./庚本の大部分は,一定探皮

からではなく.水深が 150m にiPiたぬ悦軌点{･は.虎B:血上より表面までの鉛直採射こよl)得られており.

FIG Lに,Tlしたように. 水深の射 ヒに富んだ石打府全掛 こおける動物プラソクト./現存是の地域的なZ:･外

を定見的に相互比較する上では不折合であることが埠られる｡卯二に.将来.恥物7ラ･/タト･/色素現存且
と動物ブラ'/クトソ生体現IFflLkとの用互関係を検討する際には.JJd楢 の単位を統一しておかねはfL:らないか
らである｡約三 に.石狩掛 こおける動物プラソクト./4:.休耕-lf･且を他海域において求められ印刷公表されて

いるそれらと比椴するためには.プラソクト･/丑を-曳網あたり&.弧畳として記赦しておくだけでは不十分

であり.lrL放水此あたり藍屋としておかたはならないことを軌hとしてあげることができる｡湿IBFLは当然

幣木の机収に上ってはなはだしく変わり.組成を無祝して全体をひっ(るめた値にどれほどの.q.妹があるか

については間借があるが.それでも数多くのPJ定資料が多くのB:城から央められ,海域の二次,三次生産滋

の現存地を大づかみに知り得るという点で有用である (元日ll975)dll一打湾甑蝶の耽次生物車座者の現存屯

を記やし.地温城のそれと比軽することが本鞘鹿の主要なu蝶であることは.すでに述べたとおりである｡

なお.20m 以技の水蛙を想定したBj!由は.金姓九に上る税汎･.Tlのうち点も技い地点のJk深がお上そ20mで

あるからに他ならないE,

雀 臭 お よび 考 察

I. 石狩井内の血4bプランクトン現存JL水平分布の地tE的主よ

Tablelには相和50年8-9月お上び10月の2期間に名採集地点{･得た動物プラ/クトソのLt=.体現仔等耕

定価の昼間操典.攻間操典お1び薄明時 (Fl没またIIRlli時士1時間以州 採難の3採集時間別の最大値,

最小値および平均値とその信頼区間とを掲げた｡

採集時間別の生体現存Jtの平均値の基は10月の鐘閲と薄明時の場合 LP{0(近)を除いて統計的に札臣でほ

か ､LPy lもそこで.採艶時間を無祝して.名採鮭地点間の生体現存JLの基は時間的な差ではなく,地域

的な造兵とみなし,73拝所における昭和弧年8-9月および10月の動物プラソクトソ生体現存JT:の水1乙分布

の様相を Fig3および F.64に掲げTL,

8-9月および10月の両期間において.動物7'ラ･/タトL/生体現存丘の水平的な苛立旗をひくことがHE能

であI).両期間ともに沿岸から沖合に向うにつれて現Jlr-･Ftは増加する便向を示した｡

8-9月の潮間には.10月掛こおける上りも.守甘緑の入t)込みが1り援#であるけれども,雨期糊とも
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Tab)el･Zoop】anktonbiomとtSも(gwetweight/m2,'t>20mwatercolumn)collected

withaNolびACnetinlshikaTil∋ayindLlrerenttimeorcol】ectiot-.
August-October.1975.

TimeofcoHectioll Number ZooplankLOnbiomass

otsamples Ra_ng,e Mean

26Au即St DayLime 13 <0･1-1･2 0154
_7 …TwiLight 6 0.1-I.i 0.48

Sep【embcT Ni只hL 12 <0.1-1.4 0.44

4-20 DayLlme lO <0.1-1,6 ■++0.75

0ctober …TwIIHLghL 3 <0.1-0.2 ++80.13

Night 12 <0.I-】.6 0.61

95% ●C.I. 99% ■C.1

士0.22 士0.31

i:0.45 士0.71

士0.30 士0.43

士0.32 士0.46

士0.30 士0.69

土0.35 j=0.49

*Confidenceintervと11S.榊Thetwili轄htcouectionsalecaTTiedoutduri叩 lheperiodonehour

beforeoraftertheLimeorsuTlriseol･Sunset,''*ThetrlffcrenceissigrLiticanLaL5% leveレ

30■
43●50-NI40.101E 301 14lLool

Fig.3.Areal(listribuliorlOfzooplankLonlJiomilSSinlshikari

Eay.August-September,L975.

に石狩川の･7nTJlL水洗入城に相当すると考えられる海域 (8-9月の St8S.39,40.44.45および47;裏面塩

介lo.4-29.8%S,10月の Stas.20.28-3】,rLlおよび35;表面塩JJ128.0-33･4QbQS,北海道 1976)に動

物プラ'/クトソ現存iliの少ない仰向が認められるC,

静岡県掃水掩内外における夏季間の動物フランクトー/生体現存鬼の嗣態 (中井ら1969)においても.河u

城では現存塩は常しく少なく,沿岸から神命に向うにつれて現存宜は増大する恒向が認められている0

2. 夏季と秋季の動物プランクトン現存量

Table2に.は8-9月 (虞季)の-I/･均生体現存農と10月 (秋季)のそれとを掲げた｡10月の平均生体現存

丑は8-9月のそれと比べてやや商い値を示すが.差には有意性は認められない(P>0･1)｡したがって,石
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30■
43+50●N

140'JOIE 30' 14l'00-

Fig.A,Arealdistributionolzooplanktonbiomassin

TshikariBay,October.L975.

Table2.Meanvaluesof200PlanktonhiomasslgwetweightmC/O-20mwater

colu_mn)withconLi(lenceintervals(C.1一)co一lectedwithaNoRPACnet
inlshikariBay in AL唱uSt-September and OeLober,1975 The

diLLerencesofeachviLluearenotSignirkanthtatistictLuy(0,4>P>Olll.

TitrleOlconecLiorL Number Meanvalues
of弧mples ofzoop】ankLOnbiomaさS

95% C.1. 99% C.I.

26August-7September 31 0.49 士0.15 土0.20

4120October 25 0.61 士0.21 +0.28

+4-200dober 22 0.68 士0.22 士0.:X)

■ExcludingthevaluesobtainedduringtJleい､rilit!hlCOneCtionb.

相湾の動物ブラ'/クトソ生休現存蚤は8-10月の期間.季節的には軌著な変化を示さず,平均して0.5-0.7g

湿晩血/tn2JO-_qm 凝度の値を示すと捨詮できるかもしれない このことは.石狩掛こおいてIi,動物7'ラ

I/タト-/生休現存丑に扶李の極大値が認められぬことを'Ti蜂しているものといえ1う｡

なお.北大西洋粒帯域では,動物プラソクト'/現存かこ葡･秋の雄大が認められるが.｣ヒ敢壮太平洋 ■亜
解 拝域)では,動物プラ-/クトソ現存亀の林の偉大は認められない FPARSOISandT.AK.＼比咽1I1973し し
たがって.今rol観察できなかった9月下bおよび10月下旬以降の期間にも動物プラソクトソ生体現存丑に払

,k他が認められず,G符汚海域において11動物フランクトソ生休現存丘に故の極大値が存在しないことを≠

jIと認めることができろならは.同海域の動物プランクトン市の季節的変動様式は北太平洋亜寒欝域的であ

ると言えるかもしれない｡ ただし.今回扱寅した10月の岡持海域の動物フラソクト･/Q=_体現有蓋低 く平均

0･6-O･7g湿盈免/mt/0-20m 水柱.Table2)および後述する10月の動物プラソクトン組成の親祭蘇果か

ら.uFに述べるように.10月の石狩汚海域は寒海域の特性を持たず.むしろ暖海域的特性を強く有してい

ると言えようO
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3 石狩湾の地物プランクトン生体現存tの特性

今回散楽された動物プラソクトソ生体現存丑 (平均05-07g湿壷竜/m2/0120m水柿)は暖海域の初夏

のそれ (NAGASAWAandM R̂UMO1975)にほほ匹敵する｡ 水塊指標生物として有効な動物ブランクトソ

である毛顎動物 (HuNITSMAN19L9.Kol､DRH976)の出現状況を観察した紡LR (小鳥 1976)によれは.10

月の7:l'荷狩の毛顎動物掛 ま,8月の日本海の対馬暖流域のそれ (鬼頭 1974)に薪似し.北方斐寒帯域の夏
季の毛顎動物用 (KoTORI1976)とは著Lく異なるo

さらに.今ril.石狩袴で得られた動物ブラソクトソ生体孔存立は.ut界で収も動物ブラソクトン生体現存

Fl,,Lの多い海域のひとつである東部ベ-リソ〆海で夏季に測定されている他 (MuTこ)I)̂ and A,lINODA 1974)

の約1/17に相当している｡

4 動物プランクトン組成

すでに述べたように,動物プラソクトソ生体現Tf鼠を記触する韻合には際木の組荻を同時に記載すること

が望まれる (元LTF1975)｡ただし.プラソクトソ標本は常に多様多様なJj=物群からなる混合漂本であって.

各唖毎の生体現存丘を知ることは1人の研究者にとって不可能とさえ言える (元田 1975)｡このことは.プ

ラソタト./の定量詞兼をすすめるにあたって,その間難性の邦-として古くから指摘されてきたことである

(相川 1931)｡ しかし,プラソクt.ソ研究を水産資軒研究等の分野で有効lJ:ものとするためには.分耕群別,

僻体のサイズ別.穂別, あるいは名唖晦の兼帯段階別など,必要に応じた区分基準に基づいて棟木の凪成

む明らかにすることが強く望まれる (飯壕 1955. SJ-LELlさOUTtNE 1957,PARSONSelIll 1969.i,I),

LEBRASSEUReLalL969.竹内 1972,PARy)NSandTAlくAHASHt1973)a

Ilo+lOIE 301 14l●00-

/oIhercru.Iqc… -
-D+copodo.zo●く‖dI･YCQ

40●

3O'

20-

10●

Ftg5. W e卜we唱htcomPDSLtLOnOftengroupsorzooplaJlkLcn

lnlshlkarLB̀ly,日 00-]900hours,October】7.1974

Flg5には,10月における動物プラソクトノ組成のあらましを示すために.昭和49年10月17日の午前11時

から午後7時にかけて3地点で得た動物プラ･/クトソを,各標本について.鮭脱動物 CoelenterarE.,多毛粁

potych王IeL.1,毛顎動物 Chaelognatha,共足析 HeLCrOIX'Lb,焼脚粁 Cot,cl,Oda,端脚旅 AmphllnJEl.十脚
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塀′ェ7幼生 Deeapoda Z伏.Lt乙LrVae,その他の甲殻柳 olhercrustaceatlS､J削三校 AppelldlCul.Irla.その

他resL(hJeの10称こ大別して選別し.破i;TIL組成を,ktめた結果を示したCなお.これらの標本に基-iいて求め

た動物ブラソクト./生体現存ia:ほ 07-日 gi堤了昆且/mり(ト20m 水柱であり. 昭和50年10月の調査統果

(T8b!e2)と大熊はないものと考えられる｡

Flg5から.r樹和49年10月の石狩袴の動物プラソクトt/の約4.軌 i臨斬新によって占められ.約3‡仙i毛

帯l動物によって占められていたとみなすことができよう｡

ベーリソグ海や北部北太平洋などの北方亜寒帯外洋域では,Rk A李.擁脚節は全大型プラノクトl/のはほ7

割を占妙 (MARLCWE.lndMILLER1975).毛顎動物は約 1割な占める(KOTOR-11976)｡また,NAĜS人＼VA

LLn(lMARUMO(1975)によれは.潟湖の彫替下にあると考えられる6月下旬の駿河汚 (衷両から深度 lOOrr･

までの水温 20-15oC.粒JJ1343-347%S)においては,懐脚掛 i約2割を占め.毛額動物は約3割を占
めるという｡

したがって,今回示した火まかな動物プラ･/クt.ン組成の椴篇統児からみても.10月の市村湾海域は輝海

域の特性を持たず.むしろ暖海域の特性を有しているとみなすことができよう｡

摘 要

1 昭和4E年10月中旬.同50年8月下旬-9月初句および同年10月に石狩湾内の総計59地点で北太平洋際

耶ブラL/クトンネットを川いて鉛直採集を実施し,得られた動物プラ/クトソ (大型プランクトン)標本の

湿亀虫を測定して同湾の夏季～秋季における動物プランクトン生体現仔鮎:の畳的特性を考察した｡

2 附和50年8-9月 (夏季)および10月 (秋季)の両期間ともに.動物-/ランクトソ生体現存盤は,Ll'

和治の約粒部で少なく沖合で多くなる傾向を示した｡掛 こ.石材 ILの河川水洗入城に相当すると考えられる

海域に動物ブラ/クトソ現存_G_の少ない棟向が節~狩に訟められた｡

3 附和50年8-10月の期間.I;村特の動物ブランクト./生体現存且には新著な季節的変動を認めること

おいては,動物プラ'/クトン生体現存丘の顕著な秋季櫨大が認められ血ことを示唆した0

4 3で述べたLl狩湾の動物プラ/クトン払体現存丑の値は.暖海域で初夏に観軸されている値 に相 当

し.牡罪でJaも動物-/ラL/クトソ生体現存丑の多い海域のひとつであるJif三部べ-リング海で夏季に81雌 され

ている値のおよそ1/17に相当する｡

5 昭和49年10月中tlJの石狩湾の動物プラノクトノの約4鰍 土壌脚掛こよって占められ.約3割は毛顎動

物によって占められたことを,湿血釦こ韮づく動物プラ/クトソ糾戊の払祭によって.示した｡

6 4および5で述べた石村梢の動物ブランクトソ生体現存q:の特性から見て.10月の石狩湾海域は碑海

域の特性をほとんど持たず.むしろ暖紬城の特性をより強く和することを示験した｡
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礼文島におけるエゾアワビの浮遊幼生

および底生初朋の椎貝ヰ

富 田 恭 司 ･田 嶋 健一郎 ･t 藤 敬 吾

(北海道立稚内水産訳験切) (礼文地区水産薬改良普及所)

Morphologica10bservatlOnOftheVeligerandtheCreeping

LarvaeofanAbalone,LIalwLIsdLSCLLSノla'2/lai,from Rebun

lsland lnthe North-WesternHokkaldo

KyoJIToMITA,Ken-1ChjroTAJIMA andKeigoKUDO**

lIJoh上L･･',[〝rL/ahAtL〃LLl'F'∫]'L･''L:5LT_r/,'タr川▲t･･'I,･LSLalto")
''(RcbLI''FLSlzp'yE.rle'tu'u′'ONICe)

Lnthep,esenLp叩er,the､･el.E!er･=一一ltheearlycreepmgl̀lr､･leOfanabalone,IILJlJO/,Sa,M L､

/LLIl川lLIINO,wlllChcol1cctediltRebunlslal-dlnthenorth-wesLCrnHokkal【tO,theJapaJISea,Were

btu(lledmorphologlG11】y

ThcresultsobtalnedとLre主lSfollows

l)Thevellger1.lrV.LWトICHhasatx'utoneandilhalfwhorlsandlSSculpturedwILhsl)lmll川eS

lin°Irregulargranu一esISabout0.28rnmt■llongdlame一er.TheseSCulpturesarepartlCular】ydlbL-

Lr･CtOnther唱hl5.deofthetxKly TllCShellaperturelS013mmtndはmeterandoccup.eSAIM)ut

onehatlofthewholeolthebody TheLopoftheluT､ulshelllSSILutLtedontherlghtvenLra)sl(Le

oftheb併ty

2) TheearlycreepJu.gLarvahitsil)arvalshcHonItsLopwhlCh.13reeSenttretyWlrhl1-O餌 OE

thephnkLOnlClornL
3)TTleVellgCrlarvao∝urre(IrroJl1e.lrlyAugusttO一ateSepLemberln1973whenthewaLCT

一eTnPeriLtureWasabout20°C

4) ThevellgerhrvawasfoundarevinnumberbccauSeOritsshortpelaglC一ire,whllethe

ea,lyCreePlng一arvawasfoundusuallyonthesurfaceolrockscoveredwlthcrustELCCOuSCOra1111-e

alg.le.

-/7ワビ fl"LJOtJSEIL'sc,I-hL7,川(･LLNO の生態学的研兜について幾多の報告があるが.稚貝について

の知見はきわめて少ない｡柑こ天掛こおいてこれまで浮遊幼生や底生初期の椎貝が採ilさされた報告はなく.

その生活はまったく不明である｡著者らは1968年以火.北海道礼文即こおいてェ/7クビの生態について研

究を進めてきたが･このたび浮遊幼生.庇生初P】の椎貝の採妙こ戒功し.幾つかの知見を得た｡本報告では

エ′アワt='の浮遊幼生のLH硯状況,ならびにその幼殻の特徴について報告するD

報掛こ先だち･ご摘蒋ならびにご較脱を賜わった水産大学校網羅肪博士に衷心より感謝する｡また唖の同

定のため人工受精のエ′7ワt='の浮遊幼生を提供された北伽道立成増政策縫合セソクー西川侶良科長ならび

にクpアワビ J-IdlSC･JSREEVE,マグカ7ワビfJgLLrL7′〟C,IGMELIN の浮遊幼生.底生初)駅の恥只を船

+満文番号 A91



14 有川JJS司 ･田嶋健一郎 ･=感敬台

供された山口県外海水産試験場由良野範遜執'11研究員に感謝の意を表するO

材 料 お よ び 方 法

浮遊幼生および底生初期の椎貝は礼文島鉄府.飽満一丹,幌泊の三地区で採集した (FiLi.110

浮遊幼生の採盤は1973年には北原式蓑居ブラソクトソネット(XX13)の水平引きによって.また.1974.

1975年にはr̂)径 35mm のホースを付けた動力ポソプ(2.0C/Sec)を用い.義,底屈水を吸引し.上記のプ
ラソクトソネットで油過したo底年.初期の稚貝は 5Ox5Ocm 枠を用い,枠内の総ての玉LIを約10%T.ル-1

｣ヱ_三二:.｣

Fig･1･ RebunIsland,showingthesamplingstations.

リ･/海水{･洗い採集した .

助敦の観察ほ上記のガ韓で採集した狩退助年.および底出初沌Jの椎且をア-/ナホルミソでその軟体部を溶解

させ行なった｡人工受栴したェ'/7ワビ.クロ7ワt=',.1g'ヵァヮti'についても同債の方法で観察した3

生煎腺の観察には1973年6-10月の臥 幌泊の水深 3mの所で採焦した成11をmいたoJJ城川糾旨数はLt･.殖
腺を先端より約 2m の所で切断し,プ7ソ氏液で固定したのち猪野L)のノi法を用いて罪出した,,

水恥は船泊漁業協同組合7ワビ背負七･/9-が水深 5mの所で毎日観測した資料を用いた｡

結 果

1.エゾアワビの浮遊幼生の特徴

エゾ7ワどの浮遊幼生の特徴を知るた吟人工受桁.および礼文鳥で採躯したグェリ-}十幼生について雛祭

した｡中性ホルマ7)/で牌定直後の幼生の軟体部は幼敗を透して観察でき,而盤周縁静ま緑色.肝旋部は黄褐

色に近い色彩を皇する｡しかし固定後数日を経過した材料では脱色され,幼生全体が削ぎ白色を呈し.わず

かに肝臓部が淡い黄色を呈する｡一般に限点は受輯後約2日より観察される2)｡今回採焦した性とんとの個

体で眼点が観察されたQ完成された幼殻はLl･i回旋で無色,半透明で長径約 0.28mmである｡これを正師よ

り観察すると周口部は約 0.13mm で全体のほぼ半分を占め.教頂が体の右側面に位圧し,左右不相称にな

っているのが特徴的である (Pl.1,Fig.3)｡幼殻の彫刻模様は不規則に連結した瀕粒がX.Y字型を呈し.

条線模様が混在している｡しかし体の左側面の郷粒は右側面に比して数は少なく迎結も知い (Pl.1.Figs.I

& 2)｡これを背[-山から観察すると左側の条線模様付近を境に.その左右で彫刻模様はやや異なる｡



政生初期の推爪の背面.お上び腹面より見た幼款部の彫刻投様も幼生のそれと同じ換様が鼓っていた (Pll
1.FigsLI&5)｡

2 エソアワビの浮遊幼生の出現状況

鏑木した幌泊軌掛 1礼文島の中でもェ./アワt:'の椎nが比較的多くH]BLする場所の一つICある詔)0

1973年に-/Tワt:'の浮遊幼生がLIJ.現した期間.成flの生新腺指数および水温#-化を Flg 2に'T<した｡

1973年の水温は全般的にやや蒔く.7月上旬で15.Cに,8月上旬に20gCに達し9月下付まで20qCが続き110

(
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.)
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uJO1
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aPL'-
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tluOU

邸

00
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1973

Fig･2･Sea50naIcha叫CSOTwatertemperatureillFunoLknanandFOR.ld
inllexotIJulL'oIJ∫dislIIShLI〝JJLJilNOwhl(l･.eoltecLedalHorodomali

Arrow･nd･G･teSar.1nbrCOl0∝UrretlCeperiodolLh- ellger一arvae
ln1973

月下旬に15●C以下になった｡コ【1/7ワどの生叔腺指針i6,7月と上昇し8月上旬に最高に遷し.8月下軸

には急激に減少しほとんどの個体が肉限的には産卵後の状態を皇していた.

-′アワビの辞退幼生については7月25r1--11月5nの間に7臥 拒粒的 30,100.300mの所で海将鰍こ
平行に北原式滋用ブランクト/ネットを約 100m引いて調養した.,そのALl-JJミ8月llEl～9月29日のr抑こエ･/

アワビの浮遊幼'Jiが川BLした｡しかし-引き当りの採躯卓かま非常に少なく0-7個体であった｡すなわちェ

/7ワtl'の浮遊幼生は水租が20oC.生殖腺指数が瓜抑こ逮する8月上旬ごろより水温が20.C以下となる9月

下旬ごろまでJjl現した｡

1973年7.8.9月に鑑生初Wlの樵只についてもあわせて調査した｡その続果7月25日にはl個体 も採集

されなかったが.8月2gnには灘長 08-22mm,9月29E]にはや長 0.7-5.2mm の推只が採ikされた

げLg131｡これらの舵凡は無節す./ゴそ上に比較的多く見られ.その生息か ま多い所で 1TT-t当り52個体であ

った.

1974.1975年税泊.鉱石丹における居別のエ･/アワビの浮遊幼稚.の出現教を Tablelに示した｡浮遊幼

生は表層でも氏居でも操典できたが.僧体か 1非常に少ない｡1975年盤古丹においICは水深 3m.7m の政

局だけで採集され.掛こ水深 7m の所で海水 1ml当り37偶作と比較的多く採集された｡
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考 察

海産腹足類の幼殻の彫刻湊陳はその外形や軟体茄の色彩Ii:どとともに幼生の唖県を讃別する砥要lj:手がか

りとたることが明らかlこなっているi 0 77ビ炉の発生学的研究に上る幼生の形愚についての報告は少なく

ないがl-Lq).このうち幼軒の彫刻最様について許榊に報告されているのはクpアワビ8),ノガイ7ワビ Fl･

sieboEdL'I'REい ･P,の,トコブシ II_japo〝ir̀'REE､,Ell)である｡これらの報LJFfと-･/アワt='とを比較すると

トコブシはX.Y字塑瑛紋は太く短く,ノガイ7ワビは条線の連結が長い点などでわずかに異なるoLかし
著者らはク1'アワビ.マタカ7ワビについて観察した総菜.その彫刻模様ほてタカアワビがやや杏な位向を

示したが.同唖内でも多少の僻体差を示すためエ･/7ワビとの明らかなql界点はみいだせなかった (PLI,
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Figs･6良 7)｡エ′77どの右側面の彫刻軸 はJ,.81価に比較して上り額であるが.クF,7ワビ,7〆カ7

クビでも同u)の仰向が認められた｡さらにこれら三6Lの幼殻の長径も 0.28-0.29Tnm であり.幼丑からこ

れら三唖を明確に識別することは困洋と考えられた

礼文Blrこおし･てェ./アワビの浮遊幼生と同時に採処される海畠止足解の浮五幼生の捜原はb多い｡しかし

これら採水された浮滋幼生o)うち髭捻並足府の幼丑は中止足爪以上のrlのに比なして｢掛こぞや鼓Blで･そ

の七対韓恥 11りgJ甘な柄白がある｡さらに官給戊杜桝の中でもェ･/アワビのけ滋幼生Ii変長が大きく.形

刃族tIや狂恥 't件のL-■面に位Eしていること1Eとからf,･易にZt別し得る｡

1973年以来巾休載は少ないb'tその援兵に成功した 先生?約研究に上九はェゾ7ワビほ受持鮒 2円で幼や

が完成さA.4-7日後に民生生活に入る2･｡このたわ幼殻の相Bよりエ･/7ワt1-とit盈できる幼生の浮立

Jq間は非常に短く,このことが天然漁額{･浮遊幼JI=_の援炎をLBtにしている大きな要因と考えられる｡

1973年の功合-･/Tワt:'の浮遊幼生は8月上句-9月Tiuo)rprlに出現した｡また丘生初期の推Rtl8月29

日にすでに鼓艮 08-2.2rnLnのものが出現した｡エ･/79I:'の牛戊It鍾々の環境条件に1って異なるが･

実輸蓋で蔚fFした場合未払が19℃のとき受椅後17rlで安長 0.8rTun.42日で敢長 22EELnに連するり｡した

がってこれらの推爪の戯良より逆井すると.1973年のェ･/77どの産卵は7月下旬-8月上旬の抑こはじま

ったと推察され.浮点幼生h'L出現しはじめた時期と-敦する`一方-I/77どの生娘掛ま8月下旬に急汝lこ

減少し,ほとんどの個体が産卵按の状態を皇していた｡しかしけ逝幼生は9月下ttlまIC出現した｡このこと

はェ/77どの浮遊nq関が4-7El2)と耕一常に掛 Lこと上り押解して.舛TL:った産卵母只辞より継親して浮

遊幼生が出祝したのではないかとJ,えられる｡苦.占ら化成11を操典する場合一定額所だけで採放 していた

が.ェ'/7ワビと生息場所が耕似しているユ/′17ソウニの虚卵は.その生息する水族が深いほど過れる怖

rl･Jがあるr!)｡今後エL/アワビについても同様の現如 't考えられるので押掛こ調べる必要がある｡

エ/アワビの浮遊幼生は沈諮する場所の桝などに対して選択性があるといわれている2)o天依批掛 こおい
て収生机V]の帆川王無節サンゴモ上に比較的多く祝祭される掛軸 '.みられた｡また同様のことが*-ストラ
リア庶アワti'掛 こついても明らかになっている13)4天汰漁掛 こおいて三/7ワL='の浮遊幼生は表層でも庇脚
でも'JlテlT.fしていることが明らかになった 今按この作並幼Jj=o)牛所を評細に･jt明し.その沈前場所との的味

を明らかにすることが..増殖対策を進めるうえでtl一急に解決しなければならない菰要な問題点であろう

要 約

]蛎 泌礼文B'に如 .て-′アワt='の浮並幼生のJl収状況についてlALた またエ/77I:'の幼穀の特故

につtて形潜草的な観察を行なった｡

i. ェ'/7ワどの幼軌 i長径 0･28m･,I.1-1'lul良で,JE羽幌掛 1仏の,I,■癖で柑 こ明較{･あり頼粒と灸軽

よりなっている 幼君の局口卦 i約 0113mm で全件のIl'を占袷,鼓抗は体の右■面に位定する

2･ 天鋲で抹炎した庇4=初期の拝見の姑を瓢と浮並幼生の幼食とは形状.JZ刻ともまったく一女した

3･ エ'/アワビの浮遊幼生は8月上旬ごろ上り9月FILJごろまでの水温がほは訂●CのときにJJJ.現し,成月
の生#壕の消長と開焦が深い,

4･ 打点幼ILの採集政は皇奴的に非常に少なく,これは拝虐Aqが･bLLことも一四と考えら九る
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北海道石狩湾産プランクトン調査 昭和50年王事および

秋事の動物プランクトン生体現存JL

小鳥寸之

市村抑 こおける研和50年の夏季および秋草の動物ブラ

I/クト/生体現存且には顕著な季節的変動は見られず,

TF･均O5-07g 湿硫赴/rnE/0120m水柾の値を示すOま
た,同湾内の動物ブランクトー/生体現存丑は沿岸部で少

なく.沖合に向うにつれて増大する幌向を認めた｡さら

に.10月の同湾の動物プラソクトン生体現存Lとの約LI割

は剛 齢 ニ1って,また.崩3軌 1毛顎動物によって占
められることを明らかにした｡石狩湾の動物-/ラソクト

ソtL体現存最値ならびに動物プラ'/クトソ組成は.Io月

の同時海域が暖海域的性状を有していることをホ唆して

いる｡

AgO 北水誤報 19 1-ll 1977

礼文Aにおけるエソアワビの浮遊幼生および底生初期の

稚貝

甫刑凝司･ロ鳴睡一郎 .工藤歌書

北海道'礼文島において土L/7クビの浮遊幼4-.のLll現状

況について調査した｡また.エ/アワビの幼班の特徴に

ついて形態学的観察を行な.,た｡-′アワビの幼敬は長

径 028mm,1シg回旋で.彫刻模様は体の右側両で特に

明l舵であり靭性と条線よりなっているO幼殻の周口部は

約 013rnrnで令体のガを占め.資頂は体の右側面に位

催する｡鑑/Jl初期の椎貝の肋筋部と浮遊幼生の幼穀とは

形状.彫刻とも,まったく一致した｡エ′7ワどの浮遊

幼生は,8月上旬ごろより9月下旬ごろまでの水温が性

は20℃のときにHj現した｡エー/アワビの浮遊幼生の採躯

数は非瀧に少なく,これは浮遊mlが短いことも一因と考

えられたo

A91 北水武雑 19 13-19 1977



北 海 道 立 水 産 試 験 場

046

(蕊 k慧iR-C!nr,5 Fe,.eees宅x霊..m&en鮎 a｡on, 余響 5%H盟 ｡｡,.a,an)

北海道立中火水産試験場有珠分場
(UsuBrilnCh,HokkaldoCentralFISherleS

ExperlmentalSLatlOn)

北 海 道 立 函 館 水 産 釈 放 堺
rHokkaidoHakodateFISherleSExperuTIentLl】SLatlOn)

北海道立函 館水産試畝 機室鵬分切
(MuroranBranch,HokkdldoHakodateFLStlerleS

ExperimenL乙tlSLation)

(蕊kel(誉蕊 一聖と監 禁le,REE盈 LeenだlSLati｡n)

北 海 道 立 網 建 水 席 訊 吸 物
(Hokka】doAbashlnFISherleSExperlmenLalSLatton)

北海道立網走水産試験場紋別分場
rMollbetsuBranch,HokkaltloAbashtrl

FISherleSExperlmentalSLatlOn)

北海道立網走水産試験場サpマ分場
(Sarom.TIBranch,HokkaldoAbashirL

FISherleSExpeTLmentalStat10nl

北 梅 迫 立 舵 内 水 産 試 扱 場
(Hokkく‖CloW.lkkanalFISherleSExperlmel)LalSlaLion)
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05;ト01
伊達市有珠町
Ⅳsu,Date,Hokka.do,Japa,I)

042
函館市湯/川 1｢2
(Yut10kawa.Hakodate,

Hokkaldo,Japan)

051
室抑田舟見町 ト10
(FLlnamlCho.Muroran,

Hokkaldo,Japan)

085
釧路市浜町 2-6
(HaJnilCho,KushlrO,Hokkaldo,Japa.1)

099-31
網走巾紳輔 31
(Masuura.Abashirt,HokkaJdo,Japan)

09ェl
紋 別市捲町5
(MlnaLomarhl,MonbeLSu,

Hokhldo,Japan)

093-02
常 呂川S'常呂町柴 柵
(SfLk.leura,Tokoro,Hokkaldo,Japan1

097
惟内市宝米 4-5-4
什loraI.Wakkanai,けokkatdo､Japan)

04トl▲l
茅部郡鹿部町
(Shlkabe,Hokkaldo,Japnll)

蟹斧誓 北海道立中央水産試験場
北 海 道 余 市 郡 余 Trl町
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